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氾濫流 破堤

※http://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/bousai00000095.html

堤防決壊状況（１）9/1０ 15:07撮影
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堤防決壊状況（２）越水状況



堤防決壊状況（３）住民撮影の動画
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堤防決壊状況（4-2）決壊地点付近の痕跡水位
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堤防決壊要因（国交省・鬼怒川堤防委員会）

・越水により川裏の法尻部の粘性土が洗掘
され，堤体の一部を構成する緩い砂質土
（As1）が流水によって流失し，決壊に至った
と考えられる．

・浸透（パイピング）については、堤体の一部
を構成し堤内地側に連続する緩い砂質土
（As1）を被覆する粘性土（Bc及びT）の層厚に

よっては発生するおそれがあるため、越水に
よる堤防決壊を助長した可能性は否定でき
ない．

・浸透や川表の侵食の可能性は越水よりも
小さい．

※第二回鬼怒川堤防委員会資料より

堤防決壊状況（５）決壊要因の見解（国交省）

越水のみでどの程度堤防決壊が生じるか？



越水実験の概要（１）実物大スケール水路

流量計
flow
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文科省・H26年度私立大学等教育研究活性化設備整備費補助金によりH27年2月に導入

全長20m，高さ1.8m，幅1m（丸東製作所㈱製）



越水実験の概要（２）大型堤防模型
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※第二回鬼怒川堤防委員会資料より
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川表 川裏

鬼怒川決壊地点の堤防

鬼怒川の1/4模型
砂分の材料を採用
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シルト分
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アスファルト（厚さ4㎝）（一回目無，二回目有）



越流状況
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＜1回目＞

＜2回目＞

越水実験結果（１）実験動画
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天端のアスファルト舗装により，耐越水侵食性が向上
ただし1500s（25分）後に決壊開始

より本格的な越水対策技術の開発・導入が不可欠



溢水状況・若宮戸地区（１）航空写真
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仮堤防

溢水状況・若宮戸地区（２） 25.3k掘削状況
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溢水状況・若宮戸地区（３）痕跡水位（拡大）
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溢水状況・若宮戸地区（４）24.7kの状況

出水前（2014/3/22） 出水時（2015/9/11）

下流 下流



出水時（2015/9/11）

下流

溢水状況・若宮戸地区（４）24.7kの状況

標高コンター（DEM5m，H18)
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21.0m- 痕跡水位（20.2[T.P.m]）

より低い箇所
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樋管設置年度

第二回鬼怒川・小貝川有識者会議資料
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